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GPS Sports Monitor

《ファームウェア Ver.02.00.00 以降》

クイックガイド

はじめに
GPS Sports Monitor「WristableGPS」をお買い求めいただき、誠に
ありがとうございます。
本製品を安全にご使用いただくために、ご使用前に必ず
『使用上のご注意』（別紙）をお読みください。

本書の内容の一部または全部を無断掲載することを禁止します。
本書の記載内容は予告なく変更されることがあります。

■■ファームウェアの確認
ご使用前に、本体のファームウェアが最新のバージョンになってい
ることを確認してください。
最新のバージョンは以下のアドレスから確認できます。
<http://www.epson.jp/dl_soft/category/121.htm>

本紙で使用しているイラスト・画面は以下のとおりです。
• イラスト…MZ-500B、MZ-500S
• 画面…ファームウェア Ver.02.00.00

※以下のモデルの画面は、ご購入時の白黒の表示が、本紙記載の画面と反転
しています。（［各種設定］で変更できます。  「8. メニュー項目一覧」）
・MZ-500L　・MZ-500Y　・MZ-500MS

同梱品とマニュアルについて

紙マニュアルなど（同梱）
■■使用上のご注意

本製品を安全にご使用いただくために、禁止事項や注意事項を説明しています。
■■クイックガイド（本紙）

本製品のセットアップ方法と、トレッキング中に本製品でデータを
記録・確認するときの使用方法を説明しています。
■■山岳災害情報■受信機能の使い方

「山と自然ネットワーク コンパス」が発信する山岳災害情報の通知
を本製品でお知らせする方法について説明しています。

■■保証書 ■■MyEPSONについて

『クイックガイド』は、製品の不明点をいつでも解決
できるよう、手元に置いてご使用ください。

電子マニュアル
電子マニュアルは、エプソンの Web サイトからダウンロードしてご覧ください。
<http://www.epson.jp/support/support_menu/ks/121.htm>
■■ユーザーズガイド

本製品の使用方法や詳細情報について説明しています。
• 本製品の使用方法（トレッキング時・ランニング時）
• 専用アプリケーション「NeoRun」を使った計測データの管理
• 各種設定、トラブル対処方法
■■ナビゲーション機能ガイド

ナビゲーション機能を使用するために必要な準備と、機能の使用方
法を説明しています。
■■スマートフォン活用ガイド（Android™版 /iPhone版）

スマートフォン専用アプリケーション「Epson Run Connect for Trek」
の使用方法を説明しています。

基本的な使い方
【セットアップ】
充電する  「1. 充電方法」

初期設定する

 「2. ボタンの基本操作」
 「ファームウェアについて」
 「3. GPS 信号の受信」
 「4. 時刻合わせ」

【時刻や現在地情報の確認】
時刻を確認する

 「5. 標 高 / 気 圧 / 気 温 / 方
位 / 現在地などの確認（時
計 +ABC）」

標高、気圧・気温、方位、
経緯度を確認する
日の出・日の入り時刻を確
認する

【トレッキングとランニングの計測】
計測する種目を選択する  「6. データの記録」

トレッキングを記録する

 「6. データの記録」ポイントを登録する
（マーキング）
記録中の計測値を確認する
計画ルートを本製品に書き
込む  電子マニュアル

 『ナビゲーション機能ガイド』
計画ルートを共有する
山岳災害情報■受信を確認
する

 別紙『山岳災害情報 受信
機能の使い方』

ランニングを計測する  電子マニュアル
 『ユーザーズガイド』

【計測データの管理・確認】
記録を「NeoRun」で管理・
確認する

 電子マニュアル
 『ユーザーズガイド』

ファームウェアについて
充電が完了したら（  「1. 充電方法」）、ご使用前に本体のファームウェ
アのバージョンを確認し、バージョンが 02.00.00 未満の場合は、ファー
ムウェアを更新してください。

ファームウェアバージョンの確認
を押して、メニュー画面＞［各種設定］＞［システム設定］＞［バー

ジョン情報］で確認してください。
/ で選択し、 で決定して進みます。

ファームウェアの更新
1.	以下のアドレスから最新のファームウェアをダウン
ロードします。
<http://www.epson.jp/dl_soft/category/121.htm>
お使いの機種を選択し、ページに従ってファームウェアをダウン
ロードしてください。

2.	本体をクレードルにセットして（ ■「1.■充電方法」）、
ご使用のパソコンと直接接続します。

3.	ダウンロードしたファイルを実行します。
以降は、パソコン画面の指示に従って操作してください。

詳しくは、ダウンロードページ内の説明をご覧ください。

1.■充電方法
本製品を初めて使用するときは、必ず充電してください。

1.	クレードルに本体をセットします。
(1) クレードルの可動部を押し、はめ込み口を広げます。

(2) クレードルと本体の接続端子部を合わせてセットします。
 必ずガラス面を外向きにセットしてください。

接続端子部
(3) 可動部を戻して、クレードルに本体を固定します。

2.	充電を開始します。方法は 2種類あります。
■ ACアダプターを使用する場合
クレードルのUSB プラグを ACアダプターのUSB ポートに
接続し、ACアダプターをコンセントに接続します。
充電にはオプションの AC アダプター（型番：SFAC01）のご使用を
おすすめします。対応の AC アダプター以外をご使用になると、充
電できない場合や、正常に動作しなくなる場合があります。
■	パソコンを使用する場合
クレードルのUSBプラグをパソコンのUSBポートに接続します。
ただし、すべてのパソコンでの動作を保証するものではありません。
また、USB ハブなどは介さず、クレードルとパソコンを直接接続し
てください。

正しくセットされると充電が始まります。充電完了までの目安は2.5	
～	3.5	時間です（状況により異なります）。

3.	充電が完了したら、クレードルの可動部を押し広げて、
本体を外します。
クレードルのケーブルを USB ポートから抜きます。

• 充電が完了すると過充電防止機能が働き、充電を続けても本体が
破損することはありません。

• 周囲の温度が 5 ～ 35℃の場所で充電してください。こ
れ以外の環境下では右のアイコンが表示され、充電停
止状態になります。内部温度が充電に適した温度に戻
ると、自動的に充電を再開します。

電池残量の目安
電池残量は電池アイコンで確認できます。

電池アイコン

動
作
時
間*

高精度モード
〈GPS 毎秒計測〉

46 ～ 25 
時間

25 ～ 10 
時間

10 ～ 3 
時間

3 ～ 0 
時間

長時間モード
〈GPS 間欠計測〉

110 ～ 60 
時間

60 ～ 25 
時間

25 ～ 10 
時間

10 ～ 0 
時間

* トレッキング設定で GPS 信号の受信頻度別に動作できる時間の目安です。
 ランニング設定では最大 40 時間、動作します。

GPS の受信環境や本製品の設定条件（ライト点灯など）、
他端末との接続などにより、動作時間は異なります。特に、
屋内などGPS 受信環境が悪いと動作時間が短くなります。

• 電池残量がなくなっても、データは本製品のメモリーに保持され
ています。

• 電 池 残 量 が 低 下 す る と 画 面 が 表 示 さ れ な く な り ま す。 電 池 残
量 が 低 下 し た ま ま 長 期 間 放 置 す る と、 電 池 性 能 が 劣 化 し ま す。 
本製品を使用しないときでも、6カ月に1回は必ず充電してください。

MEMO

MEMO

2.■ボタンの基本操作
LOG

SET/DISP.

MARKMENU/BACK

LIGHT/LOCK

［MENU/BACK］ボタン
メニュー表示   詳しくは ”8.” へ
1 つ前の画面表示（戻る）
電源入 / 切（長押し *）  下記参照

［LIGHT/LOCK］ボタン
バックライト点灯 / 消灯
ボタンロック / 解除（長押し *）

［LOG］ボタン
記録開始 / 中断 / 停止   詳しくは "6." へ
メニュー選択（上）

［SET/DISP.］ボタン
画面切替（進む）   詳しくは "5." へ
メニュー決定
トレッキング記録中の切替（時
計 +ABC/ アクティビティ / ナビ
ゲーション）（長押し *）

［MARK］ボタン
ポイント（現在地の情報）登録  詳しくは "6." へ
メニュー選択（下）

*：長押しとは、ボタンを 2 秒以上押し続けることです。

電源の切り方 /入れ方
電源を切るときは、［時計 +ABC］や［アクティビティ］などを表示さ
せてから、 を長押ししてください。ただし、トレッキングやランニ
ングの計測中は、電源を切ることはできません。
電源を入れるときは、 を長押しするか、充電してください。

3.■GPS 信号の受信
本製品は GPS 衛星からの信号を受信して計測します。精度良く計測する
には、GPS 衛星からの信号を受信しやすい条件でご使用ください。

受信できない場所
室内や 
ビルの中、 
地下

トンネル
の中 水の中

受信しにくい場所
工事現場、 
交通量が
多く電波
障害があ
る場所

樹林地帯、
高圧線やテ
レビ塔、電
車の架線の
近く、高層
ビル街

水の上

GPS 衛星情報の取得
以下の場合は、データを計測する前に、GPS 受信状態に
して、屋外の頭上が開けた場所で、15 分置いてからご
使用ください。より精度良く計測できます。
•■ご購入後初めて使用するとき
•■約 6 カ月間使用しなかったとき
15分置いても、GPSアンテナが 3本立たない場合は、屋外
の頭上が開けた別の場所に移動して、やり直してください。
■■GPS 受信状態にする

［時計+ABC］のいずれかの画面で を押します。
 「5. 標高 / 気圧 / 気温 / 方位 / 現在地などの確認（時計 +ABC）」

GPS アイコンが点滅後間もなく点灯し、GPS アンテナが表示されます。

4.■時刻合わせ
本製品は、GPS 衛星からの信号を受信して、時刻を合わせます。屋外の頭上が開けた場所で以下の操作をしてください。
下図のメニュー表示から、順番に、メニュー名が反転表示されるまで / で選択し、 で決定して進みます。

［完了］と表示されたら、 を押して戻ります。 を長押しすると時計が表示されます。
［失敗］と表示されるときは、GPS 衛星からの信号を受信できていません。屋外の頭上が開けた別の場所に移動してやり直してください。

5.■標高 / 気圧 / 気温 / 方位 / 現在地などの確認（時計+ABC）
［時計 +ABC］では、高度計（Altimeter）、気圧計（Barometer）、コンパス（Compass）と GPS 機能によって現在地の状況を確認できます。

を押すごとに表示が切り替わり、各データを確認できます。
［時計 +ABC］が表示されていない場合は、 を押して、メニュー画面 ＞［時計 +ABC］を選択してください。

時 刻

：GPS アイコン
GPS アイコン  は GPS の動作状態を示しています。

消灯：GPS が動作していない状態
点滅：GPS 信号をサーチしている状態
点灯：GPS 信号を捕捉した状態

現在の時刻

今日の日付と曜日

標 高
（Altimeter）

現在の標高 天候や GPS 信号の受信環境の変化
などで、標高計測の精度は低下し
ます。
精度が低下すると、画面に＊が表示されます。
精度良く計測するために、本体で GPS 信号受信の操
作を行ってください。

 「3. GPS 信号の受信」
標高変化グラフ

（更新間隔 10 分、最大 6 時間分）

気 圧
気 温

（Barometer）

現在の海面気圧

気温を正しく表示するためには本製品を腕から外し、
直射日光の当たらない場所に 30 分程度放置してくだ
さい。

海面気圧変化グラフ
（更新間隔 20 分、最大 24 時間分）

現在の気温

方 位
（Compass）

12 時方向が示している方位
磁北：コンパスの N 極が示す北
真北：地図が示す北 

• 画面表示に従って本製品を動かし、
方位を調整してください。

• 0 度を真北に合わせるときは、磁気偏角の方角と角
度を入力してください。 ＞［各種設定］＞［センサー
設定］＞［コンパス］＞［偏角補正］で設定できます。

 国土地理院サイト12 時方向の方位角

現 在 地

現在の緯度
（N：北緯 / S：南緯） 座標の表示形式を［MGRS］などに変更できます。

を押して、メニュー画面 ＞［各種設定］＞［時計
+ABC 表示］＞［現在地］＞［オン］＞［座標表示形式］
で設定してください。現在の経度

（E：東経 / W：西経）

日 の 出
日 の 入  

時 刻

現在の時刻

日の出時刻は、起床時間などその日の行動計画の目安
になります。また日の入までの時刻を把握して、安全
な下山計画などにお役立てください。

現在地の日の出時刻

現在地の日の入時刻

日の出日入時刻の画面で を押すと、時刻画面に戻ります。
MEMO

同梱品
お買い求めいただいた本製品の
同梱品をご確認ください。万一、
不足や不良があるときは、お手
数ですがお買い求めいただいた
販売店までご連絡ください。
以下の製品はオプション販売しております。
• AC アダプター（型番：SFAC01）
• クレードル（型番：MZ-CRD01）
• HR モニター（型番：SFHRM01）

本体 クレードル
（充電 / 通信機器）

GPS
アイコン

GPS
アンテナ

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/geomag/menu_04/index.html#keisan
<https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/geomag/menu_04＞http://


/ で選択

2D 距離（水平方向）

3D 距離

接続端子部

: ログ中アイコン記録可能時間

確認

ログ中
アイコン

: ログ中断アイコン
ログ中断
アイコン

確認

ログ中
アイコン

6.■データの記録
種目の選択
本製品は、種目別（トレッキングまたはランニング）にデータを計測、記録できます。 を押して、メニュー画面 ＞［各種設定］＞［種目］で
設定してください。

トレッキングの記録
を押して、記録を開始 / 中断 / 停止します。

記録（ログ）開始 トレッキングを開始するときなど • GPS 信号を受信していること *
を確認してから、ログを開始
することをおすすめします。
*  が点灯し、  が 2 本以上

立っていること
• ログを開始すると、［アクティビティ］

が表示されます。詳しくは、次項の
「記録中のデータを確認する（ア

クティビティ表示）」をご覧ください。

記録（ログ）中断 休憩や宿泊するときなど

ログを中断している間は充電で
きます。

記録（ログ）再開 休憩や宿泊を終えて出発するときなど

GPS 信号を受信していること *
を確認してから、ログを再開す
ることをおすすめします。
*  が点灯し、  が 2 本以上

立っていること

記録（ログ）終了 下山したときなど

記録終了後のデータは、 ＞［履
歴］から確認できます。
詳しくは、電子マニュアル『ユー
ザーズガイド』をご覧ください。

• ［ナビ選択］、［トラックバック開始］については電子マニュアル『ナビゲーション機能ガイド』をご覧ください。
• ログ中やログ中断時に［時計 +ABC］を表示するには、 ＞［時計 +ABC］を選択するか、 を長押ししてください。

イベントポイントを登録する（マーキング）
ログ中に を押して、［イベント］＞［食事］/［休憩］/［山頂］/［宿泊］/［その他］のいずれかを選択すると、イベントポイントを登録できます。アクティビティ
表示で、イベントポイントを登録した地点からの距離 / 時間 / 標高差などを確認できます。詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズガイド』をご覧ください。

記録中のデータを確認する（アクティビティ表示）
を押すごとに表示が切り替わり、各データを確認できます。

［アクティビティ］が表示されていない場合は、 ＞［アクティビティ］を選択するか、 を長押ししてください。

• アクティビティ表示は 6 画面あります。
• 画面パターン（1 行表示 /2 行表示 /3 行表示 / オフ）と、表示する

計測項目を変更できます。
表示項目の変更は、 を押して、メニュー画面 ＞［各種設定］＞［ト
レッキング設定］＞［アクティビティ表示］で設定してください。
詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズガイド』をご覧ください。

■■確認できるデータ
アクティビティ表示では以下の項目を確認できます。● がお買い上げ時に設定されている項目です。

距
離
時
間
現
在
時
刻

ロ
グ
開
始
時
刻

累
積
上
昇
時
間

累
積
下
降
時
間

ペ
ー
ス

上
昇
ペ
ー
ス

心
拍
数*

標
高
差

勾
配
累
積
上
昇
高
度

累
積
下
降
高
度

歩
数
ス
ピ
ー
ド

上
昇
ス
ピ
ー
ド

消
費
カ
ロ
リ
ー

海
面
気
圧

現
在
気
圧

標
高
気
温

* 心拍数の計測に
は HR モ ニ タ ー

（ オ プ シ ョ ン ）
が必要です。リアルタイム ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ○

スタートからの計測値 ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ●
前回イベントからの計測値 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

ランニングの計測
を押して、計測を開始 / 停止します。ランニング計測時には、距離 / ラップタイム / スプリットタイム / 平均ペースなどを計測できます。アクティビティ

表示で確認できる項目は、トレッキング設定とランニング設定で一部異なります。詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズガイド』をご覧ください。

スタート

イベント 現在地

スタートからの計測値

前回イベントからの計測値

リアルタイム

7.■こんなこともできます
本製品には、登山に役立つ多彩な機能が搭載されています。
詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズガイド』『ナビゲーション機能
ガイド』『スマートフォン活用ガイド』をご覧ください。

距離計算
距離の計測方法を、2D・3D の 2 種類
から選択できます。
2D を選択すると、スタートからゴールま
での直線距離（平行方向の距離）を計測
できます。3D を選択すると、スタートか
らゴールまでの実距離を計測できます。

目的に合わせたGPS モードの選択
使用状況や目的に合わせて、GPS モードを 2 種類から選択できます。
• 正確に計測したいとき、ナビゲーション機能を使用したいとき

…高精度（毎秒計測）モード
• 本製品の電池を長持ちさせたいとき

…長時間（間欠計測）モード

ナビゲーション
本製品には複数のナビゲーション機能が搭載されています。

ナビゲーション機能は、GPS モードが高精度のときに使用できます。
を押して、 メニュー画面 ＞［各種設定］＞［トレッキング設定］

＞［GPS モード］＞［高精度］の順に選択してください。

本製品が表示するナビゲーションデータは、実際の緯
度、経度、標高と異なることがあります。安全上、コ
ンパスや地図などを携帯して、現在の状況をご確認の
上、自己の責任で慎重に判断し、行動してください。
また、登山されるときは、ルート情報や入山規制など
最新情報をご確認の上、実施してください。

■ルートナビゲーション
本製品にトレッキングルートを登録すると、目的地の方向、現在地の
標高と次の目的地の標高、現在地を確認できます。

標高グラフ

トレッキングルートのスタートからゴールま
での標高の変化を確認できます。

平面ルート

トレッキングルートのスタートからゴールま
でのルートを平面図で確認できます。
画面は拡大 / 縮小できます。

ルートナビゲーションには、以下のルートが使用できます。
•■「NeoRun」で作成したルート
• 「ヤマレコ」で作成した山行計画
• 百名山ルート

本製品には、ⓒ昭文社「山あるきデータ」の「日本百名山おすすめ
登山コース」が内蔵されています。

• Webなどに公開されているルート情報
• トラックバック

ルートのゴール地点または、現在地からスタート位置に戻るための
ルートです。

■ウェイポイントナビゲーション
マーキング機能で記録した位置情報を本製品にウェイポイントとして
保存できます。現在地からウェイポイントまでの移動距離・標高・方
向が確認できます。

山岳災害情報サービスとの連携
本製品で、スマートフォンが山岳災害情報 * を受信したことを確認で
きます。
* 山岳災害情報とは、「山と自然ネットワーク コンパス」が発信する、登山者向

けの緊急通報のことです。

専用アプリケーションを使用した計測データの管理
本製品をパソコンまたはスマートフォンと接続することで、計測データ
を Web アプリケーション「NeoRun」にアップロードし、管理・分析で
きます。

アクセサリ
ストップウォッチ、タイマー、アラームにも使用できます。

AGPS
本製品をスマートフォンと接続して、ネットワークサーバーから GPS
衛星情報を取得することで、GPS 信号の受信時間を短縮できます。

8.■メニュー項目一覧
メインメニュー
時計表示で を押すと以下のメニューが表示されます。

時計+ABC 時刻 / 標高 / 気圧と気温 / 方位 / 現在地 /
日の出 / 日の入時刻を確認できます。

アクティビティ 記録中の計測値を確認できます。
ナビゲーション 選択中のナビゲーションを確認できます。
ルート情報

本製品に保存されているルート情報を確
認します。
詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズ
ガイド』をご覧ください。

ウェイポイント
計画ルート
履歴ルート
百名山ルート

アクセサリ ストップウォッチ、タイマー、アラーム
を設定します。
詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズ
ガイド』をご覧ください。

ストップウォッチ
タイマー
アラーム

スマートフォン スマートフォンと接続する際に設定します。
詳しくは、電子マニュアル『ユーザーズ
ガイド』『スマートフォン活用ガイド』
をご覧ください。

通信開始
山岳災害情報
登録解除

履歴 計測したデータを確認 / 削除できます。
各種設定 ※次の表をご確認ください。

各種設定
［各種設定］では、以下の機能が設定できます。

を押して、 メニュー画面 ＞［各種設定］で設定してください。

機能項目 設定内容
種目 トレッキング

ランニング
トレッキング■
設定

GPS モード 高精度 / 長時間
心拍 * オン / オフ
アクティビティ表示 画面 1 ～ 6

ランニング設定 オートラップ オン / オフ
オートポーズ オン / オフ
心拍 * オン / オフ
アクティビティ表示 画面 1 ～ 6

時計+ABC 表示 時計 ホーム / デュアル
高度計 オン / オフ
気圧計 オン / オフ
方位計 オン / オフ
現在地 オン / オフ
日の出／日の入 オン / オフ

センサー設定 GPS GPS 衛星捕捉数

コンパス
偏角補正
キャリブレーション

HR モニター
（オプション）

ステータス
登録

システム設定 言語 English/ 日本語
距離計算 2D/ 3D

単位

距離
気温
気圧
勾配

時刻

時制
サマータイム
現在年月日
時刻合わせ
タイムゾーン

音振動
操作音
通知

表示

日付表示方法
コントラスト
オートスリープ
表示反転

オートライト オン / オフ
バージョン情報

プロフィール■
設定

身長
体重
生年月日
性別

初期化 各種設定
履歴

* HR モニター（オプション）を接続した後に表示されます。

ナビゲーション機能の使い方や、HR モニター、スマートフォンについ
て詳しくは、電子マニュアルをご覧ください。

9.■困ったときは
現象 対処方法
基本動作 画面が表示されない。 • お買い上げ直後は、動作を停止していま

す。まず充電してからご使用ください。
• 電池残量がなくなると、何も表示されま

せん。充電してください。
 「1. 充電方法」

操作しても反応し
ない、動作しない。

• 電池残量の低下が考えられます。充電し
てください。

 「1. 充電方法」
• 充電しても動作しないときは、システム

リセットをしてください。
 次項「システムリセット」

使用中に画面が消
える / 青くなる。

システムリセットをしてください。
 次項「システムリセット」

時計表示が消える。 • 静止させたまましばらく放置すると、ス
リープ状態となり表示が消えます。動か
すと表示が戻ります。

• 表示が戻らないときは電池残量が低下し
ています。充電してください。

 「1. 充電方法」
• ［オートスリープ］をオフにすると時計表

示は消えません。
  ＞［各種設定］＞［システム設定］ 

 ＞［表示］＞［オートスリープ］
時刻が合わない。 • GPS 受信ができていないことが考えられ

ます。屋内では GPS 受信ができませんの
で、屋外の頭上が開けた場所で受信して
ください。

 「4. 時刻合わせ」
• サマータイムの設定を確認してください。

  ＞［各種設定］＞［システム設定］ 
 ＞［時刻］＞［サマータイム］

GPS GPS 信号を受信でき
ない / 受信しにくい。

屋外の頭上が開けた場所で受信してくださ
い。周りがビルなどの建物や山、樹林など
に囲まれていたり、天候の状態が悪いと、
受信できないことがあります。

 「3. GPS 信号の受信」
充電 クレードルにセッ

トしても正常に充
電できない。

• 本体とクレードルの接続を確認してくだ
さい。

• 本体やクレードルの接続端子部を清掃し
てください。

 「10. メンテナンス」
• 完全に電池残量がなくなった後でクレー

ドルにセットすると、1 ～ 2 分間充電画
面が表示されないことがありますが、故
障ではありません。

• 上記内容を確認しても充電できないとき
は、故障が考えられます。すぐに充電を
中止して、弊社修理センターにご相談く
ださい。

充電エラーのアイ
コンが表示される。

周囲の温度が 5 ～ 35℃の場所で充電してく
ださい。

充電時、本体やクレー
ドルが熱くなる。

故障が考えられます。すみやかにご使用を
中止して、弊社修理センターにご相談くだ
さい。

防水性能 水泳時にも使用し
たい。

本製品は 10 気圧防水仕様のため、水泳でも
使用できます。ただし、水中でボタンを操
作しないでください。また、水中では GPS
信号を受信できません。

ガラスの内側が曇る。 • 曇り止めが施されていますが、外気と本
製品内部の温度差によって、内部の湿気
が結露する恐れがあります。一時的な曇
りであれば、本製品への影響はありませ
んので、そのままご使用ください。

• 長時間、曇りが消えないときは内部に水
が浸入していることが考えられます。弊
社修理センターにご相談ください。

通信 本製品をパソコンに
通信接続しても正常
に認識されない。

• パソコン（USB ポート）とクレードル（USB
プラグ）の接続を確認してください。

• 本体やクレードルの接続端子部を清掃し
てください。

 「10. メンテナンス」
• システムリセットをしてください。

 次項「システムリセット」
※上記の対処を実施しても解決しないときは、弊社インフォメーションセンター 

にご相談ください。

システムリセット
動作が不安定なときは、システムリセットをしてください。
4 つのボタン（ / / / ）を同時に押します。
画面が消えて、再起動します。
日付 / 時刻は初期値に戻ります。時刻を合わせてください。

 「4. 時刻合わせ」
トレッキング / ランニングの計測データはリセット前の状態が保持さ
れます。

10.■メンテナンス
お手入れの仕方
本製品は、使用後または定期的に水で軽く洗ってください。汚れがつ
きやすい場所は、毛先の柔らかい歯ブラシなどで汚れを取り除き、水
ですすいでください。
ガラス面は傷がつきやすいため、強くこすらないでください。また洗
浄中は、ボタンを押さないようにご注意ください。洗浄後は、よく乾
燥させてください。

充電や通信が不安定なときは、本体やクレードルの接続端子部を湿ら
せた綿棒で清掃してください。

バンドについて
定期的に汚れを水で洗い、乾いた布でよく拭き取ってください。本製
品に使用されているポリウレタン製のバンドは、長年の使用で色があ
せたり、弾力が劣化したりする性質があり、汚れたままにしておくと、
劣化を早める恐れがあります。

本製品に内蔵の電池について
本製品に内蔵の充電池はご自身で交換することができません。
長期間の使用等により、満充電後の使用可能時間が著しく短くなった
ときは、充電池の劣化が考えられます。本製品の充電池交換をご希望
される場合は、販売店にご相談されるか、弊社修理センターまでご依
頼ください。なお、内蔵充電池の耐用年数は、製品の使い方や設定によっ
て異なります。

11. アフターサービスについて
• 製品の修理 / 点検については販売店または弊社修理センターにご相談ください。
• 本製品のバンド、HR モニターの電池、HR ベルトは保証書適用の対象外となっ

ております。お買い求めの際は、販売店または弊社インフォメーションセン
ターにご相談ください。

• 本製品の補修用性能部品の保有期間は製造終了後 6 年を基準としています。
• 万一故障の際に、本製品に記録されているデータについての保証は致しかねます。
• 弊社修理センターで製品交換を実施した場合は、お客様のデータの保全は行

なわず、初期化されます。
• 保証書には製品のシリアルナンバーを表示したシールが貼ってあります。シー

ルの貼っていないものは無効となります。

13. 商標
• 「ヤマレコ」は、株式会社ヤマレコの登録商標であり、株式会社ヤマレコが運

営する登山専用ソーシャルネットワークサービスです。
• 「山と自然ネットワーク コンパス」は、インフカム株式会社の登録商標であり、

公益社団法人日本山岳ガイド協会とインフカム株式会社が企画・開発した登
山者向け山岳情報ネットワークサービスです。

• 本製品に内蔵されている百名山ルートには、ⓒ昭文社「山あるきデータ」の「日
本百名山おすすめ登山コース」を使用しています。

• 百名山ルートの作成にあたっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
基盤地図情報を使用しております。( 承認番号 平 27 情使、第 68 号 )

• Android は、Google Inc. の商標です。
• iPhone は、Apple Inc. の商標です。

12. お問い合わせ先

MEMO


